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I研 究の成果(1000字 程度)

(図表 も含めて分か りやす く記入の こと)

自発 的 ゲル化 す る抗癒 着性 ハ イ ドロゲル の研 究 を進 め てい る。 中で も今 期 は、 イオ ン

架橋 を導入 した水 素結合性 ハ イ ドロゲル を主 に扱 って きた。2-methacryloyloxyethylphos-

phorylcholine(MPC)とmethacrylicacid(MA)と の コポ リマー(PMA,Fig.1)水 溶 液 と、n-butyl

methacrylateと の コポ リマー(PMB,Fig.1)水 溶 液 を常 温常圧 で20秒 ほ ど撹 絆す る こ とに

よ り調製 で きるハ イ ドロゲル が あ る[1]。 これ はPMBの 形成 す る疎 水場 近傍 で 、PMAが

水 素結 合 を形成 しゲル の物理 的架 橋 点 と して働 いて い るた めで あ る。 この水 素結合 性ハ

イ ドロゲル は多量 の緩衝 溶液 中で膨潤 し、短 時 間の うちに解離 して しま う。 しか し、 カ

ウンター カチ オ ンの導入 に よ りイオ ン架橋 を形成 させ 、 生体 内 で長期 間 安定 に維持 す る

こ とがで き 、 さ らに解離 時 問 を制御 す るこ とがで き る と考 えた。

MPCポ リマー はそ れ ぞれ5wt%水 溶 液 を

調 製 し、同体積 の ポ リマー水溶 液 を混合 す る

こ とに よ りハ イ ドロゲ ル(ABgel)を 調 製 し

た。混合 直後か らの粘 弾性 の 変化 を レオ メー

タ に よ り測 定 し、ゲル化 時 間(動 的 弾性 率G'

二動 的損失 率G")を 求 めた。ま た 、室温 で所

定 時 間静 置 したハ イ ドロゲル の粘 弾性 を レ

オ メー タに よ り測 定 した。

FeCｌ3の 導 入 に よ りゲル 化時 間 は短 くな っ

た(datanotshown)。 これ はFeCl3に よ り水 溶

液 のpHが 低 下 し、水 素結 合形成 が促 進 され

た ためで ある と考 え られ る。FeCl3の 濃度 が

高 いほ ど、形 成 され るゲル ののG',G"は 低

か った(Fig.2)。 つま り、FeCl3を 含 む ゲル は

形 成直 後 の機 械 的 強度 が低 く、 ゾル に近 い

状 態で あ る と言 え る。 しか し1日 静置す る

とFeCl3を 含 む ゲル の機 械 的強 度 は 大 き く

上 昇 した。 これ はFe3+と カル ボ キ シ レー ト

アニ オ ン間 に お け るイ オ ン架 橋 形 成 に よ る

もので あ る。 これ らの結 果 か ら、FeCl3を 導

入 したABgelは 水素結合 とイオ ン架橋 の2っ のゲル化メカニズムを利用 して機械的特性

を制御 できると言 える。



ラッ トへの静脈内投与によ りPMAとPMBの 無毒性量は、いずれ も500mg/kg以 上であ

ることが確認 されてお り、 このFe3+を 含む生体内解離性 リン脂質ポ リマーハイ ドロゲル

は、機械的特性 を制御 可能な新規バイオマテ リアル として期待 できる。

[1] M. Kimura, K. Fukumoto, J. Watanabe, M. Takai and K. Ishihara, J. Biomater. Sci. Polymer 

Edn., 15 (2004), 631-644.



氏名 木村 美都奈

Ⅱ 学術雑誌等に発表 した論文(掲 載を決定 されたものを含む.)

共著の場合,申 請者 の役割を記載す ること。

(著者,題 名,掲 載誌名,年 月,巻 号,頁 を記入)
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(1)学 術論文(査 読あ り)

(2)学 会等のプ ロシーディング

(3)そ の他(総 説 ・本)

(平成17年10月 ～平成18年3月)

(1)

Mizuna Kimura, Madoka Takai and Kazuhiko Ishihara 

'Biocompatibility and Drug Release Behavior of Spontaneously Formed Phospholipid Polymer 

Hydrogels' 

Journal of Biomedical Materials Research, submitted.

(2)

Kazuhiko Ishihara and Mizuna Kimura 

'Spontaneously forming hydrogel from amphiphilic random- and block-type phospholipid 

polymers' 

Polymer preprints of the 231st ACS National Meeting, in press.

(3)

該 当な し
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III学 会において申請者 が 口頭発表 もしくはポスター発表 した論文

(共同研 究者(全 員の氏名),題 名,発 表 した学会名,場 所,年 月 を記載)

国内学会お よび国際学会を区別 して記入のこと

(平成17年10月 ～平成18年3月)

(国内学会)

木村美都奈,金 野智浩,高 井 まどか,石 山典幸,茂 呂徹,石 原一彦

「生体内解離性 リン脂質ポ リマーハイ ドロゲルの特性」

第27回 日本バイオマテ リアル学会大会、京都、2005年11月28日.

(国際学会)

Mizuna Kimura, Tomohiro Konno, Madoka Takai and Kazuhiko Ishihara 

'Design of a double functional interface polymer with artificial biomembrane for control of anti-

and pro-tissue adhesion' 

3rd COE 21 International Symposium on Human-Friendly Materials Based on Chemistry, Tokyo,

2005年10月3日


